




 

容 器 承 認 書 

 

原規規発第 22041812号   

令 和 4 年 4 月 18 日   

 

 三菱原子燃料株式会社 

  代表取締役社長 大和矢 秀成 殿 

 

 

 

原子力規制委員会          

 

 

 

核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則（昭和５３年総理府令第

５７号）第２４条第３項の規定に基づき、令和４年３月２２日付け三原燃第２１―０８１

６号（以下「届出書」という。）をもって届出のあった承認容器一部廃止については、同項

の規定に基づき、現行の容器承認書（令和３年４月８日付け原規規発第 2104089号）を下

記のとおり書き換えます。 

本承認については、核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則等の

一部を改正する規則（令和２年原子力規制委員会規則第２０号。以下「改正規則」という。）

附則第２条の規定に基づき、経過措置が適用されていることを申し添えます。 

 

 

 

記 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

添付の届出書の写しに記載のとおり 

 

 

承認容器として使用する期間 

令和４年４月１８日から令和７年３月４日まで 

 

 



承認容器登録番号 

本件の輸送容器を構成する保護容器、シリンダ及びリング板は、任意に組み合わせて

使用できることから、各構成要素に対して登録番号を次のように付与する。 

① 各保護容器 

Ｓ※１Ａ１５９ （注１） 

（注１）※１は添付の容器承認申請書（令和２年７月２８日付け三原燃第２０－０２

１２号（令和３年３月２３日付け三原燃第２０－０７０７号をもって一部補正）。

以下「申請書」という。）の写しの５．に記載された容器番号（保護容器番号）

のうち、ＭＮＦ－ＯＰＰ－を除いた部分の数字を指す。例えば、容器番号（保

護容器番号）がＭＮＦ－ＯＰＰ－７３２ならば、承認容器登録番号はＳ７３２

Ａ１５９となる。 

② 各シリンダ（添付の届出書の写し２．に記載された容器番号（シリンダ番号）を除く） 

Ｓ※２Ａ１５９Ｃ （注２） 

（注２）※２は添付の申請書の写しの５．に記載された容器番号（シリンダ番号）の

うち、ＭＮＦＣ－を除いた部分の数字を指す。例えば、容器番号（シリンダ番

号）がＭＮＦＣ－００７ならば、承認容器登録番号はＳ００７Ａ１５９Ｃとな

る。 

③ 各リング板 

Ｓ※３Ａ１５９Ｐ （注３） 

（注３）※３は添付の申請書の写しの５．に記載された容器番号（リング板番号）の

うち、ＭＮＦＰ－を除いた部分の数字を指す。例えば、容器番号（リング板番

号）がＭＮＦＰ－００１ならば、承認容器登録番号はＳ００１Ａ１５９Ｐとな

る。 

 

 

改正規則による改正前の核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則

（昭和５３年総理府令第５７号）第２２条第２号から第５号まで及び第８号に掲げる事項 

添付の申請書の写しの１．から４．まで及び７．に記載のとおり 

 
















































